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平成２９年第４回豊能町議会定例会会議録（第１号） 

 

年 月 日 平成２９年８月２８日（月） 

場 所 豊 能 町 役 場 議 場 

出 席 議 員 １３名 

       １番 寺脇 直子      ２番 管野英美子 

       ３番 永谷 幸弘      ４番 橋本 謙司 

       ５番 井川 佳子      ６番 高橋 充德 

       ７番 小寺 正人      ８番 永並  啓 
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      １１番 高尾 靖子     １２番 西岡 義克 

      １３番 川上  勲 

 

欠 席 議 員 ０名 

 

地方自治法第１２１条の規定により、議会に出席を求めた者は、次のとお

りである。 

町 長  池田 勇夫      副 町 長  乾  晃夫 

教 育 長  新谷 芳宏      総 務 部 長  内田  敬 

生活福祉部長  上浦  登      教 育 次 長  南  正好 

上下水道部長  板倉 廣幸      建設環境部長  鴻野 芳樹 

会 計 管 理 者  今中 泰行 

 

本会議に職務のため出席した者は、次のとおりである。 

議会事務局長  東浦  進      書 記  吉澤  亘 

書 記  田中 尚子 
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議 事 日 程 

平成２９年８月２８日（月）午後１時開議 

日程第 １ 会議録署名議員の指名 

日程第 ２ 会期の決定について 

日程第 ３ 第 ６号報告 平成２８年度豊能町一般会計予算継続費精算 

             報告書報告の件 

日程第 ４ 第 ７号報告 教育に関する事務の管理及び執行の状況の点 

             検及び評価の結果に関する報告の件 

日程第 ５ 第４６号議案 平成２９年度豊能町一般会計補正予算の件 

日程第 ６ 第４７号議案 平成２９年度豊能町介護保険特別会計事業勘 

             定補正予算の件 

日程第 ７ 第 １号認定 平成２８年度豊能町一般会計歳入歳出決算の 

             認定について 

日程第 ８ 第 ２号認定 平成２８年度豊能町国民健康保険特別会計事 

             業勘定歳入歳出決算の認定について 

日程第 ９ 第 ３号認定 平成２８年度豊能町国民健康保険特別会計診 

             療所施設勘定歳入歳出決算の認定について 

日程第１０ 第 ４号認定 平成２８年度豊能町後期高齢者医療特別会計 

             歳入歳出決算の認定について 

日程第１１ 第 ５号認定 平成２８年度豊能町介護保険特別会計事業勘 

             定歳入歳出決算の認定について 

日程第１２ 第 ６号認定 平成２８年度豊能町下水道事業特別会計歳入 

             歳出決算の認定について 

日程第１３ 第 ７号認定 平成２８年度豊能町生活排水処理事業特別会 

             計歳入歳出決算の認定について 

日程第１４ 第 ８号認定 平成２８年度豊能町水道事業会計決算の認定 

             について 
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開会 午後１時００分 

 

○議長（福岡邦彬君） 

  皆さん、こんにちは。 

  ただいまの出席議員は１３名であります。 

  定足数に達しておりますので、平成２９

年第４回豊能町議会定例会を開会いたしま

す。 

  定例会に当たりまして、町長より発言を

求められておりますので、これを許可しま

す。 

  池田勇夫町長。 

○町長（池田勇夫君） 

  皆さん、こんにちは。 

  平成２９年第４回豊能町議会定例会開会

に当たりまして、一言御挨拶を申し上げま

す。 

  非常に暑さ残暑厳しい折でございます。

しかしここ二、三日、ちょっと朝夕涼風が

出てきたように思います。皆さんそれぞれ

お体に十分御注意をしていただきたいとい

うふうに思っております。 

  今議会は皆さん方それぞれいろいろと問

題があろうかと思いますけれども、任期満

了前ということで最終の議会になろうかと

思います。皆さん方におかれましては十分

に４年間の精査をしていただき、行政と、

何と申し上げてよろしいかわかりませんけ

れども、いろいろな流れの中で４年間を振

り返って御議論をしていただきたい、この

ように思います。一昨年、昨年につきまし

ては皆さん方にはダイオキシン汚染物とい

うことで非常に御迷惑をおかけいたしまし

たけれども、今後におきましてもなお一層

皆さん方に御迷惑をおかけし、努力をして

いただかなくてはならないというふうに思

っておりますので、どうかその点につきま

してもひとつよろしくお願いを申し上げて

おきます。 

  今回、提案をさせていただいております

議案につきましては、報告２件、議案２件、

認定８件、合計１２件でございます。皆さ

ん方におかれましてはよろしく御審議いた

だき、御決定、御認定賜りますようにお願

いを申し上げまして、簡単でございますけ

れども開会に当たりましての御挨拶にかえ

させていただきます。どうかひとつよろし

くお願い申し上げます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  これより、本日の会議を開きます。 

  本日の議事日程はお手元に配付のとおり

でございます。 

  お諮りいたします。 

  議会広報特別委員会より、今会期中にお

ける写真撮影の申し出があります。申し出

どおり、写真撮影を許可することに御異議

ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（福岡邦彬君） 

  異議なしと認めます。 

  よって今会期中、写真撮影を許可いたし

ます。 

  日程第１「会議録署名議員の指名」を行

います。 

  本定例会の会議録署名議員は、会議規則

第１２７条の規定により、１１番・高尾靖

子議員及び１２番・西岡義克議員を指名い

たします。 

  日程第２「会期の決定について」を議題

といたします。 

  お諮りいたします。 

  本定例会の会期は、本日から９月１１日

までの１５日間といたしたいと思います。

これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（福岡邦彬君） 

  異議なしと認めます。 

  よって、会期は、本日から９月１１日ま
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での１５日間と決定いたしました。 

  日程第３「第６号報告 平成２８年度豊

能町一般会計予算継続費精算報告書報告の

件」の報告を求めます。 

  乾副町長。 

○副町長（乾 晃夫君） 

  第６号報告、平成２８年度豊能町一般会

計予算継続費精算報告書報告の件について、

地方自治法施行令第１４５条第２項の規定

により御報告申し上げます。 

  議案書の２ページをお開き願います。 

  款４・衛生費、項２・清掃費のごみ処理

基本計画策定事業でございますが、平成２

７年度から２８年度の２カ年の事業で、総

額５３２万円の計画として平成２７年度当

初予算において計上いたしました。事業の

実績は平成２７年度に７９万3,８００円、

平成２８年度に２２３万２００円をそれぞ

れ支出し、支出済額３０２万4,０００円で、

当初の計画と比較いたしますと２２９万6,

０００円の減となっております。なお、特

定財源はなく、全額が一般財源でございま

す。 

  報告は以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  日程第４「第７号報告 教育に関する事

務の管理及び執行の状況の点検及び評価の

結果に関する報告の件」の報告を求めます。 

  南教育次長。 

○教育次長（南 正好君） 

  第７号報告、教育に関する事務の管理及

び執行の状況の点検及び評価の結果に関す

る報告の件につきまして御説明申し上げま

す。 

  本件は、地方教育行政の組織及び運営に

関する法律第２６条第１項の規定により、

教育委員会の権限に属する事務の管理及び

執行の状況について点検及び評価を行い、

その結果に関する報告書を作成し、報告す

るものです。 

  点検評価については、平成２８年度に教

育委員会において執行した事務事業のうち、

教育委員会事務局の目標設定により重点的

に取り組んだものについて行うことを基本

とし、１４項目について点検評価を行った

ものを報告書としてまとめたものでござい

ます。 

  重点的に取り組みました事業は、小・中

学校・園所給食委託事業、学校施設の耐震

化事業、通学路の安全対策事業、学校教

育・就学前保育・教育の充実事業、子育て

支援の充実事業、生涯学習・生涯スポーツ

推進事業、文化・芸術活動の振興事業、青

少年の健全育成事業、図書館運営事業です。 

  今後は、それぞれの事務事業について点

検評価を行った内容や、学識経験者からい

ただいた御意見・御要望などを踏まえ、さ

らなる教育施策の充実に取り組んでまいり

ます。 

  以上、簡単ですが第７号報告の説明とさ

せていただきます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  日程第５「第４６号議案 平成２９年度

豊能町一般会計補正予算の件」を議題とい

たします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  乾副町長。 

○副町長（乾 晃夫君） 

  それでは、第４６号議案、平成２９年度

豊能町一般会計補正予算の件について御説

明申し上げます。 

  補正予算書の１ページをお開き願います。 

  一般会計補正予算（第２回）でございま

す。 

  第１条といたしまして、既定の歳入歳出

予算の総額にそれぞれ7,３７６万3,０００

円を増額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳

出それぞれ６５億6,０８１万9,０００円と



 1－5 

するものであります。 

  補正後の款項の区分及び歳入歳出予算の

金額は、２ページ及び３ページの「第１表 

歳入歳出予算補正」に記載のとおりでござ

います。 

  次に、第２条といたしまして継続費の補

正であります。 

  ４ページをお願いいたします。 

  「第２表 継続費補正」に記載のとおり

でございますが、平成２８年度からの継続

費事業であります。光風台駅前エスカレー

ター修繕工事事業につきまして、新たに地

方交付税措置のある地方債の借り入れを行

うため、平成２９年度分の事業費を補正す

るものであります。 

  本事業につきましては、６月議会におき

まして繰り越しの報告をしておりますが、

その際は制度上地方債を財源とすることが

できませんでしたので、一般財源による事

業として繰り越しをしております。今回、

地方債の借り入れについて大阪府との協議

が調ったため、地方債を補正予算として計

上することといたしましたが、歳入に合わ

せて起債対象事業である歳出の計上も必要

となるため、今回、継続費の補正を行うも

のであります。 

  なお、エスカレーターの工事費につきま

しては、今回の補正予算計上分において支

払いをするため、２８年度からの繰越分に

つきましては執行せず、決算時に不用額と

して計上する予定でございます。 

  次に、第３条といたしまして債務負担行

為の補正でございます。 

  ５ページの「第３表 債務負担行為補

正」に記載のとおり、ユーベルホール等施

設一括管理事業につきまして追加するもの

でございます。 

  次に、第４条といたしまして地方債の補

正でございます。 

  ６ページをお願いいたします。 

  「第４表 地方債補正」に記載のとおり

でありますが、「第２表 継続費補正」の

ところで御説明いたしましたとおり、光風

台駅前エスカレーター修繕工事事業の財源

措置として地方債を補正するものでござい

ます。 

  それでは、今回の補正の内容につきまし

て、まず歳出から御説明を申し上げます。 

  １３ページをお願いいたします。 

  款２・総務費、項１・総務管理費、目

５・財産管理費の２．普通財産管理事業で

ありますが、戸知山調整池のしゅんせつに

係る費用を補正するものでございます。 

  次に、目９・電子計算費の３．住民情報

化推進事業でありますが、マイナンバーカ

ードの機能充実及び子ども・子育て支援制

度の法改正に対応するため、システムの改

修に係る費用を補正するものであります。 

  １４ページをお願いいたします。 

  同じく総務費の項２・徴税費、目２・賦

課徴収費の１．町税課税事業でございます

が、町税還付に伴う償還金を補正するもの

でございます。 

  次に、項３・戸籍住民基本台帳費、目

１・戸籍住民基本台帳費の３．住基ネット

ワーク運営事業でありますが、マイナンバ

ーカードの機能充実のため、住基ネットワ

ークシステムの改修を行うものでございま

す。 

  １５ページの款３・民生費、項１・社会

福祉費、目１・社会福祉総務費の７．障害

者自立支援事業でありますが、平成２８年

度の事業費の確定に伴う償還金であります。 

  次に、目２・老人福祉費の３．介護保険

特別会計事業勘定繰出金事業でありますが、

国の保険料軽減措置に伴い、国・府・町そ

れぞれの負担金を財源として介護保険特別

会計に繰り出しを行うものでございます。 
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  款８・土木費、項２・道路橋梁費、目

３・道路改良費の２．光風台駅前エスカレ

ーター修繕事業でありますが、継続費補正

のところで説明いたしましたとおり、地方

交付税措置のある地方債を借り入れるため、

その対象事業費となる工事費を補正するも

のでございます。 

  歳出の説明は以上でございます。 

  次に、歳入について御説明申し上げます。 

  １０ページへお戻り願います。 

  款１４・国庫支出金、項１・国庫負担金、

目１・民生費国庫負担金でありますが、歳

出のところで御説明申し上げました介護保

険における保険料軽減措置に係る負担金で

あります。 

  次に、項２・国庫補助金、目１・総務費

国庫補助金の節２・電子計算費国庫補助金

でありますが、歳出のところで御説明申し

上げました、住民情報化推進事業及び住基

ネットワーク運営事業におけるマイナンバ

ーカードの機能充実のためのシステム改修

費用に係る補助金でございます。 

  次に、目６・土木費国庫補助金の節３・

道路改良費国庫補助金でありますが、継続

費補正及び歳出のところで御説明申し上げ

ました、光風台駅前エスカレーター修繕事

業に係る特定財源として補正するものでご

ざいます。 

  １１ページの款１５・府支出金、項１・

府負担金、目２・民生費府負担金でありま

すが、歳出のところで御説明申し上げまし

た介護保険における保険料軽減措置に係る

負担金であります。 

  款１８・繰入金、項１・基金繰入金、目

１・財政調整基金繰入金でありますが、今

回の補正による財源調整として減額するも

のでございます。 

  １２ページをお開き願います。 

  同じく繰入金の項２・特別会計繰入金、

目１・介護保険特別会計事業勘定繰入金で

ありますが、平成２８年度事業の精算に伴

う繰り入れでございます。 

  款２１・町債でありますが、６ページの

「第４表 地方債補正」のところで御説明

申し上げたとおりでございます。 

  説明は以上でございます。御審議をいた

だき御決定賜りますよう、よろしくお願い

いたします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  日程第６「第４７号議案 平成２９年度

豊能町介護保険特別会計事業勘定補正予算

の件」を議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  上浦生活福祉部長。 

○生活福祉部長（上浦 登君） 

  それでは、第４７号議案、平成２９年度

豊能町介護保険特別会計事業勘定補正予算

の件について御説明をさせていただきます。 

  補正予算書の１ページをお開き願います。 

  平成２９年度豊能町介護保険特別会計事

業勘定補正予算（第１回）でございます。 

  第１条といたしまして、既定の歳入歳出

の予算の総額に、それぞれ7,６４１万2,０

００円を増額し、歳入歳出予算の総額を歳

入歳出それぞれ２３億4,５１７万6,０００

円とするものでございます。 

  歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当

該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出

予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補

正」によるものでございます。 

  それでは、歳出より御説明させていただ

きます。 

  お手元の補正予算書９ページをお願いを

いたします。 

  款２・保険給付費、項１・介護サービス

費等諸費、目１・居宅介護サービス給付費

から、１７ページ上段の款４・地域支援事

業費、項３・包括的支援事業費任意事業費、
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目９・地域ケア会議推進費までは、低所得

者保険料軽減の繰り入れに伴い財源振替を

行うものでございます。 

  下段の款７・諸支出金、項１・償還金及

び還付金、目２・国府等支出金償還金の2,

０９１万8,０００円は、平成２８年度の介

護保険事業における給付実績等の精算によ

り、国府等へ償還を行うものでございます。 

  また、１８ページの同款の項２・繰出金、

目１・一般会計繰出金の5,５４９万4,００

０円は、同じく平成２８年度の介護保険事

業における給付実績等の精算により一般会

計に繰り戻すものでございます。 

  それでは、歳入の説明をさせていただき

ます。 

  ７ページをお願いをいたします。 

  下段の款６・繰入金、項１・一般会計繰

入金、目５・低所得者保険料軽減繰入金２

８０万3,０００円につきましては、低所得

者の保険料は標準保険料の５０％となって

いるものをさらに５％引き上げるため、国

２分の１、府４分の１、合わせて４分の３

を保険料軽減負担金として受け入れた一般

会計から町の負担分４分の１を上乗せをし

て負担金の全額を介護保険会計に繰り入れ

をするものでございます。これによりまし

て上段の目１・第１号被保険者保険料につ

きまして、特別徴収・普通徴収を案分の上、

同額を減額して財源調整するものでござい

ます。 

  説明は以上でございます。御審議いただ

き御決定くださいますよう、よろしくお願

いをいたします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  これから決算の提案説明を求めますが、

今回、主要施策成果報告書が従来から議会

が主張していた内容を取り入れていただき

まして、新しくしていただきましてまこと

にありがとうございます。この資料をもと

に、今後の決算委員会の審査に大いに役立

てたいと思います。ありがとうございまし

た。 

  日程第７「第１号認定 平成２８年度豊

能町一般会計歳入歳出決算の認定につい

て」を議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  今中会計管理者。 

○会計管理者（今中泰行君） 

  それでは、第１号認定、平成２８年度豊

能町一般会計歳入歳出決算につきまして、

概要を述べ、提案説明とさせていただきま

す。 

  本件につきましては、地方自治法第２３

３条第３項の規定により、別冊の監査委員

の決算審査意見書をつけまして議会の認定

に付するものでございます。 

  それでは、平成２８年度大阪府豊能郡豊

能町一般会計特別会計歳入歳出決算書の一

般会計歳入歳出決算書をお開き願います。 

  決算書の５ページをごらんください。 

  歳入合計は、６８億2,６７０万3,０１５

円、歳出合計は６６億3,７０３万9,８６３

円で、差引残高１億8,９６６万3,１５２円

でございますが、６月議会に、第２号報告

から第３号報告により報告しましたとおり、

繰越明許費と継続費の予算繰越により、翌

年度へ繰り越すべき額の合計額、4,４４７

万5,５５９円を差し引きました再差し引き

後の実質収支額は１億4,５１８万7,５９３

円の黒字となり、翌年度へ繰り越すもので

ございます。 

  まず、６ページから８ページの歳入の御

説明を申し上げます。 

  平成２８年度一般会計の歳入の合計でご

ざいますが、８ページの歳入済額最下段の

６８億2,６７０万3,０１５円で、予算現額

に対しまして９4.６％の収入率となってお

ります。前年度と比較して2.９％の収入減
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となっています。なお、不納欠損額は２０

３万8,３４４円、収入未済額は8,９３８万8,

００４円となっております。 

  歳入の主なものとしまして、まず６ペー

ジの款１・町税であります。平成２８年度

決算額は１９億1,７８７万2,７７５円で、

前年度と比べましてマイナス3,４５８万3,

６７１円、率にして1.８％の減と、単年度

の減少額は昨年・一昨年と比べ年々少なく

なってきておりますが、町税の減少は続い

ております。税目を見てみますと、軽自動

車税は増収となったものの、主に個人町民

税の減収に加え、固定資産税の減収に伴う

ものでございます。歳入の款別構成比率は

２8.１％です。 

  次に、７ページの款１０・地方交付税で

ございます。決算額は２１億1,９０９万3,

０００円で、前年度と比べマイナス１億2,

２４７万7,０００円、率にして5.５％の減

となっております。歳入の款別構成比率は

３1.０％で、平成２５年度から引き続き町

税収入を上回る大きな収入となっておりま

す。 

  次に、款１４・国庫支出金でございます

が、決算額は５億8,２６２万4,２３９円で、

前年度と比べ１7.８％の減となっておりま

す。歳入の款別構成比率は8.５％です。 

  次に、款１５・府支出金でございますが、

決算額は４億2,９８５万7,５６７円で、前

年度と比べ1.４％の微増となっています。

歳入の款別構成比率は6.３％です。 

  次に、８ページをごらんください。款１

８・繰入金でございます。基金繰入金は、

１億1,９６０万2,７４９円、前年度比３０6.

９％の大幅増で、１億5,８５７万６４０円

となっております。内訳は、基金繰り入れ

の内訳でございますが、財政調整基金から1,

６５２万7,０００円を、これは昨年比皆増

でございます。次に、文化振興基金から3,

２８７万4,０００円を、こちらも昨年比皆

増でございます。それから、旧吉川財産区

基金から1,８０８万6,６４０円を、こちら

も皆増でございます。退職手当基金からは8,

３３９万4,０００円を、昨年よりも5,２０

５万6,０００円の増でございます。次に、

ふるさとづくり基金から７６８万9,０００

円を、これはほぼ昨年並みでございます、

を、繰り入れております。財産区繰入金は、

吉川財産区から１億3,２４２万4,３６３円

の繰り入れでございます。 

  最後に、款２１・町債でございますが、

決算額は４億4,３２４万9,０００円で、前

年度と比べマイナス１9.６％の減となって

います。 

  以上が歳入の主なものでございます。 

  続きまして歳出でございますが、９ペー

ジから１１ページをお願いいたします。 

  まず、１１ページの支出済額は、６６億3,

７０３万9,８６３円で、予算現額に対する

執行率は９2.０％となっております。予算

繰越額が４億2,９７０万4,５５９円ありま

したが、不用額は１億4,６９９万9,４９７

円と、前年度に対しマイナス４4.７％の減

となっております。 

  歳出の主なものでありますが、９ページ

から、９ページの款２・総務費でございま

す。決算額は１２億7,９３３万4,２３５円

で、翌年度繰越額が３億4,７１４万3,００

０円でございますので、執行率は７7.９％

でございます。前年度に比べましてマイナ

ス1,３８６万9,４８０円、1.１％の減とな

っております。この費目においては、人件

費事業、それから財産管理費、町政ＰＲ事

業、地域活性化事業、総合行政ネットワー

ク推進事業、防犯等事務事業、防犯カメラ

の設置補助でございます。それから徴税費、

選挙費、人権推進費が増額の要因となった

ところでありますが、行政管理事業であり
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ます吉川支所庁舎管理事業でございます。

それから電子計算費、統計調査費等が主な

減額の要因となっております。翌年度へ繰

り越しします３億4,７１４万3,０００円は、

繰越明許費の地域防災行政無線整備事業等

でございます。歳出の款別構成比率は１9.

３％となっています。 

  次に、款３・民生費は、決算額１７億8,

０５６万2,１６２円で、執行率は９6.２％

でございます。前年度に比べまして１億４

９万4,９３５円、6.０％の増となっており

ます。この費目においては、国民健康保険

特別会計事業勘定繰出金事業、障害者地域

生活支援事業、障害児福祉事務事業、臨時

福祉給付金等給付事業、それから介護保険

特別会計事業勘定繰出金事業、子ども医療

費助成事業等が増額の要因となっておりま

す。翌年度へ繰り越ししますのは、繰越明

許費の臨時福祉給付金経済対策分給付事業

費5,１８４万5,４３９円でございます。歳

出の款別構成比率は２6.９％となっていま

す。 

  次に、款４・衛生費は、決算額９億2,９

５４万3,５２３円で、執行率は９7.２％で

ございます。前年度に比べ0.２％の増とな

っています。この費目においては、上水道

事業補助が主な増額の要因となっておりま

す。また、郡環境施設組合負担金が減の主

な要因となっております。歳出の款別構成

比率は１4.０％となっております。 

  次に、款６・農林水産業費は決算額１億1,

５４１万1,６９４円で、執行率は９1.１％

でございます。前年度に比べ3,８５７万8,

０６２円、５0.２％の大幅増となっており

ます。増額の主な要因は、農業振興事業の

農×観光戦略推進事業費によるものでござ

います。 

  次に、１０ページをごらんください。 

  款８・土木費は、決算額４億1,３２０万3,

８２８円、執行率は８9.５％で、前年度に

比べまして9.４％の増となっています。主

な要因は、下水道事業特別会計繰出金の増

によるものでございます。翌年度へ繰り越

しいたしますのは継続費の光風台駅前エス

カレーター修繕工事事業費2,８５５万6,１

２０円です。 

  次に、款９・消防費でございますが、決

算額３億4,６４３万7,１００円、執行率は

９9.１％でございます。前年度に比べまし

てマイナス１億3,３６２万2,７９１円、２7.

８％の減となっております。この費目にお

いては、消防広域化事務委託による常備消

防費の減によるものです。翌年度へ繰り越

ししますのは、繰越明許費の吉川消防分団

詰所整備事業でございます。 

  次に、款１０・教育費は、決算額９億6,

１７２万３１７円、執行率は９6.１％でご

ざいます。前年度に比べまして１6.７％の

増となっています。この費目におきまして

は、学校園管理事業の業務委託料、ＰＣＢ

含有廃棄物処理事業、それから学校教育充

実事業で社会科副読本改訂事業、それから

子ども・子育て支援事業のシステム改修費、

それと吉川小学校耐震補強等整備工事等に

より増となったところでございます。歳出

の款別構成比率は１4.５％となっています。 

  次に、款１１・公債費は、決算額６億６

５６万6,４２５円、執行率は１００％でご

ざいます。前年度に比べまして8.１％の増

となっています。これは元金償還の増額で

ございます。歳出の款別構成比率は9.１％

となっています。 

  最後に、１１ページをごらんください。 

  款１３・災害復旧費ですが、決算額は5,

０６６万9,７０４円、執行率は８3.０％で

す。平成２３年度繰越分及び平成２８年度

中の豪雨等で被災した道路や耕地を復旧し

たものでございます。 
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  以上が歳出の主なものでございます。 

  なお、地方自治法施行令第１６６条第２

項に規定します歳入歳出決算事項別明細書、

それから実質収支に関する調書及び財産に

関する調書は１３ページから２０３ページ

に記載しております。また、別冊の平成２

８年度事業評価、主要施策成果報告書もあ

わせて御参照いただきますよう、よろしく

お願い申し上げます。 

  以上、簡単でございますが決算概要の説

明とさせていただきます。よろしく御審議

の上御認定賜りますよう、よろしくお願い

申し上げます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  日程第８「第２号認定 平成２８年度豊

能町国民健康保険特別会計事業勘定歳入歳

出決算の認定について」を議題といたしま

す。 

  提案理由の説明を求めます。 

  上浦生活福祉部長。 

○生活福祉部長（上浦 登君） 

  それでは、第２号認定、平成２８年度豊

能町国民健康保険特別会計事業勘定歳入歳

出決算の認定につきまして、提案の御説明

をさせていただきます。 

  本件につきましては、地方自治法第２３

３条第３項の規定により、議会の認定に付

するものでございます。 

  決算書の２０９ページをお願いをいたし

ます。 

  歳入合計３４億1,９０４万7,８６６円、

歳出合計３１億9,７３６万１６９円で、差

引残高２億2,１６８万7,６９７円を翌年度

に繰り越すものでございます。 

  ２１０ページ、２１１ページをお願いを

いたします。 

  まず歳入でございます。 

  款１・国民健康保険税は、予算現額７億6,

２２６万6,０００円、調定額７億5,４３２

万9,６６２円に対し、収入済額６億9,６９

４万5,６３０円、不納欠損額１４６万4,１

８８円、収入未済額5,５９１万9,８４４円

でございます。 

  次に、款２・使用料及び手数料でござい

ますが、予算現額２５万1,０００円に対し

調定額、収入済額とも２１万6,９００円で、

これは保険税徴収に係ります督促手数料等

でございます。 

  款３・国庫支出金は、予算現額４億8,８

８８万8,０００円に対し、調定額、収入済

額とも４億8,０８６万4,７５０円でござい

ます。これは一般被保険者に係ります医療

給付費等に対する国庫負担金・補助金でご

ざいます。 

  次の款４・療養給付費等交付金でござい

ますが、予算現額4,２４４万1,０００円に

対し、調定額、収入済額とも5,１９２万2,

０１６円で、退職者医療給付費並びに退職

被保険者に係ります後期高齢者支援金相当

額に対する交付金でございます。 

  款５・前期高齢者交付金は、予算現額１

２億2,１８０万5,０００円に対し、調定額、

収入済額とも１２億2,１９４万9,４１４円

で、これは６５歳から７４歳の被保険者に

係る医療給付費のうち、全国平均を上回る

分を交付金として交付されたものでござい

ます。 

  款６・府支出金でございますが、予算現

額２億3,３９１万6,０００円に対し、調定

額、収入済額とも２億５２１万6,３７７円

で、これは一般被保険者に係ります医療給

付費等に対する負担金と補助金でございま

す。 

  款７・共同事業交付金は、予算現額５億5,

７３１万円に対しまして、調定額、収入済

額とも５億５４９万6,３００円で、これは

１件当たり一定額以上となる保険給付に対

し、大阪府内の保険者が共同で負担し合う
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ことにより、保険財政の安定化を相互に図

ることを目的とした交付金でございます。 

  款８・繰入金でございますが、予算現額

１億6,７６８万1,０００円に対し、調定額、

収入済額とも１億6,３２８万4,４８４円で、

これは一般会計からの繰入金でございます。 

  款９・繰越金は、予算現額６７９万4,０

００円に対し、調定額、収入済額とも8,８

４３万3,０２５円で、前年度からの繰越金

でございます。 

  款１０・諸収入は、予算現額２万３００

円に対し、調定額、収入済額とも４７１万8,

９７０円であり、これは第三者行為損害賠

償金及び延滞金等の収入でございます。 

  款１１・財産収入は、予算現額1,０００

円でありますが、収入はございませんでし

た。 

  次に、支出について御説明をさせていた

だきます。 

  ２１２ページ、２１３ページをお願いを

いたします。 

  款１・総務費でございますが、予算現額3,

４７７万9,０００円に対し、支出済額3,１

７８万4,３７５円で、この経費は職員の人

件費と国民健康保険事務事業の管理運営費

並びに保険税の賦課徴収等の事務及び国保

運営協議会に要しました経費でございます。 

  款２・保険給付費は、予算現額２０億9,

７９８万5,０００円に対し、支出済額１９

億5,４５５万7,１１０円で、療養諸費、高

額療養費等の給付費に要した経費でござい

ます。 

  款３・後期高齢者支援金等は、予算現額

３億4,１５５万6,０００円に対しまして、

支出済額３億4,０９７万9,４２９円で、こ

れは７５歳以上の方が加入する後期高齢者

医療保険制度の医療給付費のうち４割に相

当する額を、７５歳未満の世代が支援する

ために各医療保険者に義務づけられた経費

でございます。 

  款４・前期高齢者納付金等は、予算現額

２５万8,０００円に対し、支出済額２５万3,

７２８円で、高齢者の医療の確保に関する

法律による納付金に要した経費でございま

す。 

  款５・老人保健拠出金は、予算現額１万3,

０００円に対しまして、支出済額8,８９９

円で、この経費は老人保健法による拠出金

に要した経費でございます。 

  款６・介護納付金でございますが、予算

現額１億2,４５２万4,０００円に対し、支

出済額１億2,４１８万6,０００円で、介護

保険法による納付金に要した経費でござい

ます。 

  款７・共同事業拠出金は、予算現額７億9,

３０８万5,０００円に対し、支出済額７億1,

２８２万8,４１２円で、この経費は保険財

政共同安定化事業等に拠出した経費でござ

います。 

  款８・保健事業費は、予算現額2,０１７

万5,０００円に対し、支出済額1,７０１万5,

０５３円でございます。特定健診及び保健

啓発等に要した経費でございます。 

  款９・基金積立金、款１０・公債費につ

きましては、執行額はございません。 

  款１１・諸支出金は、予算現額3,９６３

万5,０００円に対しまして、支出済額1,５

７４万6,５５７円で、これは国への償還金

及び診療所施設勘定に繰り出しをした経費

でございます。 

  款１２・予備費につきましても執行額は

ございません。 

  説明は以上でございます。御審議の上、

御決定くださいますよう、よろしくお願い

をいたします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  日程第９「第３号認定 平成２８年度豊

能町国民健康保険特別会計診療所施設勘定
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歳入歳出決算の認定について」を議題とい

たします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  上浦生活福祉部長。 

○生活福祉部長（上浦 登君） 

  第３号認定、平成２８年度豊能町国民健

康保険特別会計診療所施設勘定歳入歳出決

算の認定につきまして、提案の御説明をさ

せていただきます。 

  本件につきましては、地方自治法第２３

３条第３項の規定により、議会の認定に付

するものでございます。 

  決算書の２５５ページをお願いをいたし

ます。 

  歳入合計6,２３９万6,６４０円、歳出合

計6,２３９万6,６４０円で、差引残高ゼロ

でございます。 

  ２５６ページ、２５７ページをごらんく

ださい。 

  まず歳入でございます。款１・診療収入

は予算現額3,５１１万8,０００円に対し、

調定額、収入済額とも3,０２０万9,７９４

円で、これは内科、歯科の診療収入でござ

います。 

  次の款２・使用料及び手数料は、予算現

額７万円で、調定額、収入済額とも３万9,

７１４円となってございます。これは診断

書等の手数料及び職員駐車場の使用料収入

でございます。 

  款４・繰越金は、予算現額1,０００円に

対し、収入はございません。 

  款５・繰入金は、予算現額4,１８９万8,

０００円に対し、調定額、収入済額とも3,

１６４万4,５８７円で、一般会計及び国民

健康保険特別会計事業勘定からの繰入金で

ございます。 

  款６・諸収入は、予算現額７０万1,００

０円に対しまして、調定額、収入済額とも

５０万2,５４５円でございます。これは薬

の容器代等の雑収入でございます。 

  次に、歳出について御説明をさせていた

だきます。 

  款１・総務費でございますが、予算現額4,

６１２万7,０００円に対し、支出済額3,９

６０万1,７１７円で、職員の人件費及び診

療所の管理運営費等に要した経費でござい

ます。 

  次の款２・医業費は、予算現額2,４３６

万８００円に対しまして、支出済額1,５３

９万9,２９３円で、これは薬剤費及び医療

用の消耗器材等に要しました経費でござい

ます。 

  款３・公債費は、予算現額７４９万7,０

００円に対し、支出済額７３９万5,６３０

円で、診療所建設起債に対する元金と利子

の償還金でございます。この支払いをもち

まして、３０年にわたる起債の償還が完納

となったものでございます。 

  款４・予備費につきましては、款２・医

業費へ４９万6,８００円を充当してござい

ます。 

  説明は以上でございます。御審議の上、

御認定くださいますよう、よろしくお願い

をいたします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  日程第１０「第４号認定 平成２８年度

豊能町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決

算の認定について」を議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  上浦生活福祉部長。 

○生活福祉部長（上浦 登君） 

  それでは、第４号認定、平成２８年度豊

能町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算

の認定につきまして、提案の御説明をさせ

ていただきます。 

  本件につきましては、地方自治法第２３

３条第２項の規定により、議会の認定に付

するものでございます。 
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  決算書の２８１ページをお願いをいたし

ます。 

  歳入合計４億2,８５２万6,２８２円、歳

出合計４億1,５５３万4,０２３円、差引残

高1,２９９万2,２５９円を翌年度に繰り越

すものでございます。 

  それでは、２８２ページ、２８３ページ

をお願いをいたします。 

  まず、歳入でございますが、款１・後期

高齢者医療保険料は、予算現額３億8,４９

５万5,０００円、調定額３億7,１０７万9,

９８２円に対し、収入済額が３億6,７４０

万4,３３０円、不納欠損額が１８９万1,８

０３円、収入未済額が１７８万3,８４９円

でございます。 

  款２・使用料及び手数料は、予算現額７

万6,０００円に対しまして、調定額、収入

済額とも２万9,６００円でございます。こ

れにつきましては保険料徴収に係ります督

促手数料の収入でございます。 

  款３・繰入金は、予算現額5,０８６万9,

０００円に対しまして、調定額、収入済額

とも4,８９２万6,８４４円で、一般会計か

らの繰入金でございます。 

  款４・繰越金は、予算現額９６万円で、

調定額、収入済額とも1,２１５万7,６０８

円で、前年度からの繰越金でございます。 

  款５・諸収入は、予算現額4,０００円で、

調定額、収入済額とも7,９００円でござい

ます。 

  続きまして、歳出の御説明をさせていた

だきます。 

  款１・総務費は、予算現額４００万9,０

００円に対しまして、支出済額は３９５万7,

８５１円であり、これは賦課徴収事務に要

した経費でございます。 

  款２・後期高齢者医療広域連合納付金は、

予算現額４億3,１８１万8,０００円に対し、

支出済額４億1,１１６万９２５円で、これ

は保険基盤安定負担金及び保険料等収納額

相当額の負担金でございます。 

  款３・諸支出金は、予算現額８０万円に

対して、支出済額は４１万5,２４７円です。

これは保険料の還付金でございます。 

  款４・予備費については充当いたしてお

りません。 

  説明は以上でございます。御審議をいた

だき御認定くださいますように、よろしく

お願いをいたします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  日程第１１「第５号認定 平成２８年度

豊能町介護保険特別会計事業勘定歳入歳出

決算の認定について」を議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  上浦生活福祉部長。 

○生活福祉部長（上浦 登君） 

  それでは、第５号認定、平成２８年度豊

能町介護保険特別会計事業勘定歳入歳出決

算の認定につきまして、提案の御説明を申

し上げます。 

  本件につきましては、地方自治法第２３

３条第３項の規定により、議会の認定に付

するものでございます。 

  決算書の２９９ページをお開き願います。 

  歳入合計１９億9,７５５万３８７円、歳

出合計１８億1,７３６万7,２９３円で、差

引残高１億8,０１８万3,０９４円から、予

算繰越により翌年度へ繰り越すべき額９７

２万円を差し引いた１億7,０４６万3,０９

４円を翌年度に繰り越すものでございます。 

  では、３００ページをお願いをいたしま

す。 

  まず歳入でございますが、款１・保険料、

予算現額５億1,３０８万8,０００円、調定

額５億3,８０８万2,０６０円に対し、収入

済額５億3,２７５万8,３６５円、不納欠損

額１２０万5,８３４円、収入未済額４１１

万7,８６１円で、これは第１号被保険者に
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よる介護保険料収入でございます。 

  款２・使用料及び手数料は、予算現額９

２５万5,０００円、調定額、収入済額とも1,

３５５万3,２９４円でございます。これは

新予防給付ケアマネジメント手数料及び介

護保険料の督促手数料収入でございます。 

  款３・国庫支出金は、予算現額３億8,８

９６万3,０００円に対し、調定額、収入済

額とも３億2,１３１万2,５５４円で、これ

は介護給付費及び介護予防事業費等に対す

る国庫負担金・補助金並びに交付金でござ

います。 

  款４・支払基金交付金は、予算現額５億2,

３５２万6,０００円に対しまして、調定額、

収入済額とも４億5,０８３万2,０００円で、

これに対しましても介護給付費及び介護予

防事業費等に対する交付金で、第２号被保

険者保険料による交付金でございます。 

  款５・府支出金は、予算現額２億4,０９

７万1,０００円に対し、調定額、収入済額

とも２億4,１４６万5,３４７円で、介護給

付費及び介護予防事業費等に対する府負担

金並びに補助金でございます。 

  款６・財産収入は、予算現額1,０００円

でありますが、収入はございません。 

  款７・繰入金は、予算現額３億2,９６４

万6,０００円に対しまして、調定額、収入

済額とも３億2,９６４万2,０００円でござ

います。これにつきましては一般会計から

の繰入金でございます。 

  款８・諸収入は、予算現額５１万6,００

０円に対し、調定額、収入済額とも１６万6,

１００円で、預金利子及び地域支援事業利

用者負担金等でございます。 

  款９・繰越金は、予算現額１億５３２万

円に対し、調定額、収入済額とも１億７８

２万７２７円で、前年度からの繰越金でご

ざいます。 

  続きまして、歳出の御説明をさせていた

だきます。 

  ３０２ページ、３０３ページをお願いを

いたします。 

  款１・総務費は、予算現額7,１０６万2,

０００円に対しまして、支出済額5,３６５

万6,１２１円。システム改修費９７２万円

を翌年度に繰り越ししております。この経

費は、介護保険事務事業の管理運営及び保

険料の賦課徴収等の事務に要した経費でご

ざいます。 

  款２・保険給付費につきましては、予算

現額１８億5,９５４万8,０００円に対し、

支出済額１５億9,３２５万6,１６９円で、

介護サービス費、介護予防サービス費、高

額介護サービス費、特定入所者介護サービ

ス費及び審査支払手数料等に要した経費で

ございます。 

  款３・財政安定化基金拠出金は、大阪府

に設置されております財政安定化基金に拠

出する経費でございますが、前年度に引き

続きまして平成２８年度におきましても支

出額はございません。 

  款４・地域支援事業費は、予算現額7,１

３５万3,０００円に対しまして、支出済額6,

１９２万7,６０２円で、これは介護予防事

業費並びに包括的支援事業などに要しまし

た経費でございます。 

  款５・基金積立金は、予算現額6,８７４

万円に対し、支出済額6,８７３万9,８５８

円で、これにつきましては介護給付費準備

基金への積立金でございます。 

  款６・公債費については執行をしており

ません。 

  款７・諸支出金、予算現額3,９９８万2,

０００円に対しまして、支出済額3,９７８

万7,５４３円で、これは介護保険料の還付

金及び国府支払基金等への償還に要しまし

た経費でございます。 

  款８・予備費につきましても充当はさせ
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ていただいてございません。 

  説明は以上でございます。御審議いただ

き御認定くださいますよう、よろしくお願

いをいたします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  日程第１２「第６号認定 平成２８年度

豊能町下水道事業特別会計歳入歳出決算の

認定について」を議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  板倉上下水道部長。 

○上下水道部長（板倉廣幸君） 

  それでは、第６号認定、平成２８年度豊

能町下水道事業特別会計歳入歳出決算の認

定につきまして御説明をさせていただきま

す。 

  本件は、地方自治法第２３３条第３項の

規定により、別紙監査委員の意見をつけて、

議会の認定をお願いするものでございます。 

  それでは、決算書の３４３ページをお開

きください。 

  平成２８年度下水道事業特別会計の決算

は、収入合計４億4,１２８万5,９８４円、

歳出合計４億４７７万5,５９８円、差引残

高3,６５１万３８６円で、これから予算繰

越により翌年度へ繰り越すべき額１８３万6,

０００円を差し引いた額の3,４６７万4,３

８６円を翌年度に繰り越しするものでござ

います。 

  ３４４ページ、３４５ページをごらんく

ださい。 

  歳入より御説明申し上げます。 

  款１・分担金及び負担金は、予算現額３

５９万9,０００円、調定額、収入済額いず

れも３１４万4,９６０円でございます。こ

れは東地区内の２軒分の下水道負担金でご

ざいます。 

  款２・使用料及び手数料は、予算現額２

億5,３４７万9,０００円、調定額２億6,９

２３万5,９３８円、収入済額２億6,５７８

万9,６４５円で、不納欠損額５２万4,９４

７円、収入未済額２９２万1,３４６円でご

ざいます。これは下水道使用料と指定工事

店登録手数料などの手数料でございます。 

  次に、款４・財産収入は、予算現額２１

万5,０００円、調定額、収入済額とも２４

万７１０円でございます。これは基金の運

用益でございます。 

  款５・繰入金は、予算現額１億4,０５２

万円で、調定額、収入済額とも１億2,９３

４万8,２７４円でございます。これは一般

会計、水道事業会計及び下水道建設基金か

らの繰り入れでございます。 

  款６・繰越金は、予算現額３５２万8,０

００円、調定額、収入済額とも2,１６８万8,

３５１円でございます。 

  款７・諸収入は、予算現額4,０００円、

調定額、収入済額とも７万4,０４４円でご

ざいます。これは配水設備工事徴収代や流

域下水道事業負担金の精算金などでござい

ます。 

  款８・町債は予算現額2,１００万円、調

定額、収入済額とも2,１００万円でござい

ます。これは流域下水道債と下水道事業債

でございます。 

  次に、歳出の御説明を申し上げます。 

  款１・下水道費は、予算現額２億3,１４

７万円、支出済額２億1,６１０万8,３５５

円、翌年度繰越額１８３万6,０００円でご

ざいます。これは、償還金や消費税に係る

公債費など、下水道の事務管理に要した経

費と、職員の人件費や流域下水道維持管理

負担金など、下水道施設の維持管理に要し

た経費及び管渠更生工事や流域下水道事業

建設負担金など下水道施設の整備に要した

経費でございます。 

  款２・公債費は、予算現額１億8,９８７

万5,０００円、支出済額１億8,８６６万7,

２４３円でございます。これは償還金の元
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金及び利子でございます。 

  予備費の執行はございませんでした。 

  説明は以上でございます。御審議賜り御

認定いただきますよう、よろしくお願い申

し上げます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  日程第１３「第７号認定 平成２８年度

豊能町生活排水処理事業特別会計歳入歳出

決算の認定について」を議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  板倉上下水道部長。 

○上下水道部長（板倉廣幸君） 

  それでは、第７号認定、平成２８年度豊

能町生活排水処理事業特別会計歳入歳出決

算の認定につきまして御説明させていただ

きます。 

  本件は、地方自治法第２３３条第３項の

規定により、別紙監査委員の意見をつけて

議会の認定をお願いするものでございます。 

  それでは、決算書の３６７ページをお開

き願います。 

  平成２８年度豊能町生活排水処理事業特

別会計の決算は、歳入合計1,３５５万8,９

６５円、歳出合計1,３５５万8,９６５円で、

差引残高はございませんでした。 

  ３６８ページ、３６９ページをごらんく

ださい。 

  歳入より御説明申し上げます。 

  款１・分担金及び負担金でございますが、

歳入はございませんでした。 

  款２・使用料及び手数料は、予算現額１

８１万円、調定額１８３万7,６５０円、収

入済額１８３万4,６５０円、収入未済額3,

０００円でございました。これは生活排水

処理施設の使用料でございます。 

  款３・繰入金は、予算現額1,２２５万6,

０００円、調定額、収入済額とも1,１７２

万4,３１５円でございます。これは一般会

計からの繰入金でございます。 

  款４・繰越金と款５・諸収入はございま

せんでした。 

  次に、歳出の御説明を申し上げます。 

  款１・下水道費は、予算現額８８８万2,

０００円、支出済額８４２万4,２６１円で

ございます。これは主に合併処理浄化槽の

保守点検や清掃業務などの維持管理に要し

た経費でございます。 

  款２・公債費は、予算現額５１３万6,０

００円、支出済額５１３万4,７０４円で、

起債の償還金でございます。 

  予備費の執行はございませんでした。 

  説明は以上でございます。よろしく御審

議賜り御認定いただきますよう、よろしく

お願い申し上げます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  日程第１４「第８号認定 平成２８年度

豊能町水道事業会計決算の認定について」

を議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  板倉上下水道部長。 

○上下水道部長（板倉廣幸君） 

  それでは、第８号認定、平成２８年度豊

能町水道事業会計決算の認定につきまして

御説明申し上げます。 

  本件は、地方公営企業法第３０条第４項

の規定により、別紙監査委員の意見をつけ

て議会の認定をお願いするものでございま

す。 

  まず１ページの平成２８年度豊能町水道

事業決算報告書の御説明を申し上げます。 

  （１）収益的収入及び支出の収入でござ

います。 

  第１款・水道事業収益は、予算額６億7,

２９２万8,０００円に対し、決算額６億6,

０８４万1,８５４円でございます。決算額

の内訳といたしましては、営業収益で４億3,

５２１万6,１３７円、営業外収益で２億４

５８万4,０４１円、特別利益は2,１０４万1,
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６７６円でございます。 

  続きまして、支出でございます。 

  第１款・水道事業費用は、予算額７億5,

０５３万1,０００円に対し、決算額６億9,

８９５万3,８１９円でございます。決算額

の内訳といたしましては、営業費用で６億5,

２２８万5,１７６円、営業外費用で4,６６

６万8,６４３円でございます。特別損失及

び予備費の執行はございませんでした。 

  続きまして、２ページをお開き願います。 

  （２）資本的収入及び支出の収入でござ

います。 

  第１款・資本的収入は、予算額２億3,３

１６万9,０００円に対し、決算額２億2,４

２６万9,３７７円でございます。決算額の

内訳といたしまして、他会計繰入金で4,６

２５万2,３７７円、企業債で１億4,８１０

万円、固定資産売却益で2,９９１万7,００

０円でございます。 

  次に支出でございます。 

  第１款・資本的支出は、予算額３億5,６

６８万7,０００円に対し、決算額３億5,１

８８万８３７円でございます。決算額の内

訳といたしまして、建設改良費で１億5,５

０９万7,７７８円、企業債償還金で１億9,

６７８万3,０５９円でございます。 

  以上の結果、資本的収入額が資本的支出

額に対して不足する額１億2,７６１万1,４

６０円は、過年度分損益勘定留保資金１億1,

６１２万4,５８２円、当年度消費税及び地

方消費税、資本的収支調整額1,１４８万6,

８７８円で補填したものでございます。 

  続きまして、３ページの平成２８年度水

道事業損益計算書の御説明を申し上げます。 

  なお、本ページ以降全ての財務諸表は消

費税抜きの金額となっておりますので、よ

ろしくお願い申し上げます。 

  まず、１の営業収益は、給水収益で４億

２４１万7,６１４円、その他営業収益で６

０万5,１２５円、計４億３０２万2,７３９

円でございます。 

  ２の営業費用は、原水及び浄水費で１億5,

３６２万8,３６５円、配水及び給水費で１

億1,５６９万4,７４２円、総係費で4,２６

６万7,７０１円、減価償却費で２億9,４４

７万5,５８３円、資産減耗費で2,７５６万9,

５２３円、計６億3,４０３万5,９１４円で

ございます。以上のことから、２億3,１０

１万3,１７５円の営業損失となっておりま

す。 

  ３の営業外収益は、受取利息で１１７万5,

０９７円、口径別納付金で５８７万4,００

０円、他会計負担金で2,２９３万6,５６６

円、他会計繰入金で2,３８１万5,１８７円、

長期前受金戻入１億4,６１３万2,３４７円、

受託工事収益はございませんでした。財産

収益で７８万4,８６０円、雑収入で２１６

万8,５８２円、計２億２８８万6,６３９円

の収益でございます。 

  ４の営業外費用は、受託工事費用はござ

いませんでしたので、支払利息で4,３１８

万5,５４８円、雑支出で３９０万８５６円、

計4,７０８万6,４０４円でございます。 

  以上のことから、経常損失といたしまし

て7,５２１万2,９４０円となりました。 

  ５の特別利益は、過年度損益修正益はご

ざいませんでした。固定資産売却益で2,１

０４万1,６７６円でございます。 

  ６の特別損失はございませんでした。 

  以上のことから、当年度純損失といたし

まして5,４１７万1,２６４円となり、前年

度繰越利益剰余金6,５８７万1,１４３円か

ら差し引きをしますと、平成２８年度の未

処分利益剰余金が1,１６９万9,８７９円と

なりました。 

  続きまして４ページをお開きください。 

  平成２８年度豊能町水道事業剰余金計算

書の御説明を申し上げます。 
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  資本金の自己資本金につきましては変動

がございませんでしたので、平成２８年度

末残高は前年度と同額の６億6,６７０万4,

００５円でございます。 

  次に、剰余金でございます。 

  資本剰余金につきましても変動がござい

ませんでしたので、平成２８年度末残高は

前年度と同額の１億5,２９１万4,２９８円

でございます。 

  次に、利益剰余金でございます。 

  未処分利益剰余金は、前年度末残高は6,

５８７万1,１４３円で、平成２８年度の変

動額はマイナス5,４１７万1,２６４円とな

り、平成２８年度末残高は1,１６９万9,８

７９円となります。したがいまして、翌年

度へ繰り越す資本合計は８億3,１３１万8,

１８２円でございます。 

  次に、平成２８年度豊能町水道事業剰余

金処分計算書（案）でございます。 

  資本金、資本剰余金、未処分利益剰余金

につきましても、平成２７年度末残高から

処分額がございませんでしたので、同額が

平成２８年度末残高となります。 

  なお、５ページの豊能町水道事業貸借対

照表以降の説明は省略させていただきます。 

  説明は以上でございます。よろしく御審

議を賜り御認定いただきますよう、よろし

くお願い申し上げます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  以上をもって本日の日程は全部終了いた

しました。 

  本日は、これをもって散会といたします。 

  次回は、８月２９日、あすの午前９時３

０分より会議を開きます。 

  どうもお疲れさまでございました。 

  なお、午前中に申し上げました全協につ

いては、これから２時３０分から大会議室

で行いたいと思いますので、よろしくお願

いいたします。 

 

散会 午後２時１７分 
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本日の会議に付された事件は次のとおりである。 

会議録署名議員の指名 

会期の決定について 

第 ６号報告 平成２８年度豊能町一般会計予算継続費精算報告書報告の 

       件 

第 ７号報告 教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価の 

       結果に関する報告の件 

第４６号議案 平成２９年度豊能町一般会計補正予算の件 

第４７号議案 平成２９年度豊能町介護保険特別会計事業勘定補正予算の 

       件 

第 １号認定 平成２８年度豊能町一般会計歳入歳出決算の認定について 

第 ２号認定 平成２８年度豊能町国民健康保険特別会計事業勘定歳入歳 

       出決算の認定について 

第 ３号認定 平成２８年度豊能町国民健康保険特別会計診療所施設勘定 

       歳入歳出決算の認定について 

第 ４号認定 平成２８年度豊能町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算 

       の認定について 

第 ５号認定 平成２８年度豊能町介護保険特別会計事業勘定歳入歳出決 

       算の認定について 

第 ６号認定 平成２８年度豊能町下水道事業特別会計歳入歳出決算の認 

       定について 

第 ７号認定 平成２８年度豊能町生活排水処理事業特別会計歳入歳出決 

       算の認定について 

第 ８号認定 平成２８年度豊能町水道事業会計決算の認定について 
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    以上、会議の次第を記し、これを証するためここに署名する。 

 

 

 

    平成  年  月  日署名 

 

 

 

      豊能町議会 議 長 

 

      署 名 議 員 １１番 

 

        同   １２番 

 

 

 


